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国
語 

育成を目指す資質・能力 
全国学力・学習状況調査、 

学習評価及び定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

文章表現を推敲・精錬して

いく力。発言の意図をくみ

取る力。 

本校における全国学力・学習状況調査

平均正答率 53％ 

（東京都 57,全国 54.3） 

全国学力・学習状況調査の結果を

見ると、本校生徒は東京都や全国

と正答数の中央値は同じであっ

た。しかし、平均正答率はそれぞ

れ下回っている。分布図を見ると

平均正答率に近い得点をした生

徒が少なく、平均やや下に生徒の

分布が固まっている。また、最上

位層（満点）はいるもののそれに

次ぐ得点帯がいない。これは定期

考査等でも同様の傾向が見られ

る。Ｂ群・Ｃ群の生徒の思考力や

応用力を引き上げ、学習集団全体

のモチベーションを喚起する必

要がある。 

授業課題等に取り組む際に課題の

ヒントをレベルに応じて用意する

ことで、各生徒が自分の習熟状況に

よって一段階上のレベルを目指す

ように仕向ける。また、習熟度を合

わせたグループワーク、あるいは意

図的に習熟度が異なるメンバーで

のグループワークを取り入れ、各段

階の生徒それぞれの学習レベルを

向上させる。その中で、お互いの文

章や作品を読み合い相互に評価・助

言したり、他者からの評価・助言を

もとに自らの表現をより向上させ

ていくような取り組みをしたりす

る。 

 

社
会 

育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

活用できる「知識・技能」

の力の向上、課題等に積極

的に取り組み、深く考えそ

れを正確に表現する力を

向上させる。自己の活動を

振り返り、次につなげる

「主体的な学び」の実現を

図る。 

定期テストの点数が高い生徒と

低い生徒の二極化が顕著な課題

である。また、重要な語句や基礎

事項を正しく覚えていない傾向

がある。３分野を総合的に見る

と、全体的に地理を苦手とする生

徒が多い。さらに、資料を正しく

読み取ることが苦手で、論述問題

は、社会的な事象から課題を把握

し、多面的・多角的に考察する力

をより一層身につけることが喫

緊の課題である。 

興味・関心をより高めるために、導

入の工夫や視聴覚教材を活用して

いく。また、ワークシートを活用し

た学習や課題別学習、探求学習に定

期的に取り組む。そのために、年間

計画に基づく単元学習計画の見通

しを深めていく。さらに、教科指導

の工夫や基礎事項の定着を行い、分

かりやすい授業を展開していく。今

後も、3 分野から総合的に考察する

能力の育成のため担当教員間での

連携を密にし、指導にあたってい

く。教科指導を通して、豊かな世界

観を培わせる生徒の育成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学 育成を目指す資質・能力 
全国学力・学習状況調査、 

学習評価及び定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 
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基礎・基本である「知識・技

能」の定着を図る。その上

で、実生活に生かすことの

できる「思考力・判断力・表

現力」の育成を目指す。そ

のために、自ら課題を粘り

強く取り組むための「主体

的に学習する態度」を育て

る。 

本校における全国学力・学習状況調査

平均正答率 50.0％ 

 評価の観点における「思考・判

断・表現」の問題の正答率は東京

都の平均値よりも低い。このこと

から、応用的な問題に対する正答

率が低いことが分かる。授業にお

いて、生徒同士が対話的な活動を

通して他の意見を取り入れ、深い

学びにつなげていく必要がある。 

実生活に関連した課題解決学習や興

味をもてる教材づくりに努め、「主体

的に学習する態度」「思考力・判断力・

表現力」を育てる。また、教科部会を

２週間に１度程度行い、教員間で進

捗状況を確認し、一人一人の生徒の

学習状況や特別な支援を要する場

合の配慮などを確認し、意見交換を

行っている。お互いに良い教材があ

れば共有しながら授業展開をして

いる。 

 

理
科 

育成を目指す資質・能力 
全国学力・学習状況調査、 

学習評価及び定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

身近な生活と科学的な事

象との関連性を通し、学ん

だことを生かし主体的に

生活していく能力を育む。

さらに、それぞれの事象か

ら生まれる科学的な探求

心を大切にし、探求の過程

を説明できるよう、基礎事

項の定着、「思考力・判断

力・表現力」の育成をめざ

す。 

全国学力・学習状況調査では、本

校 の 平 均 正 答 率 は 2.7 ／ 6

（45％）であった。知識・技能の習

得は全体的に平均を上回ってい

る。しかし、科学的な探求から生じ

た新たな疑問を探求する過程を考

えたり、まとめたりする力が定着し

ていない。実験・観察の目的が何

かよく考え、適切な語句を用い、丁

寧に学習を振り返る力が必要であ

る。 

主体的・対話的な学びの場としての、

実験・観察など体験的な活動の機会

を多くつくる。目的に基づき、その結

果に関して順を追って丁寧に考察さ

せる。身の回りの科学的事象と関連

付ける授業展開を意識し、新たな疑

問の探求へとつなげる。ＩＣＴ機器を有

効に活用し、情報を他と共有させ、新

たな疑問の探求へとつなげると共に、

今後のより良い生活を考えさせる。 
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音
楽 

育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

 「知識・技能」の確実な

習得とともに、「思考力・

判断力・表現力」の育成を

様々な体験活動を通して

目指し、「主体的に取り組

む態度」を育てる。 

 技能の確実な習得にまで至っ

ていない生徒もいる。少しずつ自

信をもたせながら、知識とともに

技能も確実に習得させていきた

い。また、音楽を構造的にとらえ

鑑賞したり、自ら工夫して表現し

たりする能力も今後一層育てて

いく必要がある。 

 各分野を関連させながら音楽の

諸要素の理解を深め、構造的に音楽

をとらえ表現・鑑賞できるよう、生

徒の資質・能力の育成を目指す。ま

た、合唱コンクールなどの行事と連

携しながら、発表する場をもち、技

能の向上を目指す。生の演奏を聴く

機会を設定し、多様な音楽に触れる

機会をもつなどして、音楽への興味

関心を高めていく。また、活動内容

に合わせてタブレットを活用する。 

 

美
術 

育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

各課題をもとに「知識技

能」を確実に習得し、探究

的な制作活動を通して「思

考力・判断力・表現力」を

身につけ、感性豊かな生活

を創造していく姿勢を育

む。 

 作品制作への取組については、

積極的に探究を深める生徒が多

いが、知識の習得や技能の活用に

結びついていない生徒も見受け

られる。また、探求の過程の言語

化や、多角的に振り返ることが不

十分な場合もある。成果を実感で

きるよう、基本的な知識・技能を

確実に習得させ、探求心を高める

ことで創造工夫する能力を育む

ことが必要である。 

 各課題でアイデアスケッチと探

求計画、中間発表、コメントや振り

返りを設け、作品についてより深く

考察させる。また、わかりやすい具

体例を各段階で提示し、各項目の基

本的な知識、用語、制作方法を探求

と関連付けて確認する。タブレット

等を活用し、多様な探求活動や文化

的な建築物等を鑑賞する機会を増

やすことで、美術文化と生活とのか

かわりについて考察し、自らの探求

に生かそうとする姿勢を育む。 

 

保
健
体
育 

育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

「知識・技能」では各種の運

動の特性に応じた技能及び

個人生活における健康・安

全について理解し、基本的

な技能を身に付けるように

する。「思考力・判断力・表

現力」では、運動や健康に

つて自他の課題を発見し、

解決に向けて思考し判断す

るとともに、他者に伝える力

を養う。「主体的に学習に取

り組む態度」では、生涯に

わたって運動に親しみ、健

康の保持増進と体力の向

上を目指し、明るく豊かな

生活を営む態度を養う。 

実技の授業に積極的に取り組む

生徒が多く、自分が定めた目標の

達成に向けて意欲的に取り組ん

でいる。しかし、定期テストでは、

授業で学習した知識の定着に課

題がある生徒が多くいた。そのた

めに、授業ではより知識と技能を

関連付けて指導を行う。また、新

体力テストでは、運動経験の二極

化がみられた。全国平均を上回る

種目も複数あった一方で、握力や

５０ｍ走、ボール投げが低い結果

となった。 

運動の導入部分を工夫し、基礎となる

動きを取り入れながら、段階的に技や

目標の動きの習得を目指す。ＩＣＴを

効果的に使い、具体的なイメージを持

たすことや、自己の動きを客観的に捉

えることができるようにする。また、グ

ループ活動でお互いに言葉を掛け合

う中で考える時間をつくり、協働的な

学習を取り入れる。特に、体つくり運

動の単元において、新体力テストの結

果を踏まえて、自己に適した運動の計

画を立案する。そして、生涯にわたっ

て運動に親しみ豊かなスポーツライフ

を実現できるようにする。 

 

技術・家庭 育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 
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 ものづくり活動を通し

て知識・技能を高めつつ、

学習内容を日常生活に活

用できる思考力等の育成

を目指す。また、情報技術

の活用力とともに、情報リ

テラシーの伸長を目指す。 

 定期考査において、全学年を通

し「知識・技能」の得点率は高い。

一方、ものづくり活動における作

業の説明や、その作業が必要な理

由を問う問題では、記述ができな

い生徒が多い。探求の過程や、も

のづくりの意図について自律的

に説明できるように思考を促し

ながら授業を行う必要がある。 

 思考力を伸ばすために、生徒同士

で意見共有したり、考えを発表した

りする時間を設ける。ものづくり活

動は、事前に終了の時期と制作工程

を示し、生徒が自ら探求心と見通し

をもって制作を進められるように

する。完成後は、振り返りの時間も

含め、成果を発表する場を設定す

る。学習活動にタブレットや PCな

どを活用する場面を積極的に取り

入れ、探究のプロセスを深める。 

 

外
国
語
（
英
語
・
国
際
） 

育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

語彙や文法、表現などを

定着させ、正確に英文を

話したり書いたりする能力

と、まとまりのある英文を

聞いたり読んだりする能

力の育成を目指す。 

全体の正答率を比較すると、全学

年において、全国値は上回ってい

るものの、市区町村値では下回っ

ているものが多かった。特に、「思

考・判断・表現」に関する問題の正

答率が低い傾向が見られた。「知

識・技能」に関しては、習熟度別少

人数指導によるきめ細かな指導に

より、知識及び技能の定着が効果

的に行われたと考えられる。一方

で、「思考・判断・表現」に課題が見

られることから、目的・場面・状況

に合わせた言語活用の場を設定

し、複線型学習を行う中で、生徒

が自ら課題を解決する力を養いた

い。 

生徒が英語を活用することができる

ように、授業の導入として短い会話

練習を行い、目的や場面、状況など

に応じた言語活動を設定する。ま

た、簡単な語句や文を用いて表現す

る場を繰り返し設定する。既習事項

を繰り返し活用したり振り返ったりと

いった指導の工夫を図り、少人数体

制を生かしたきめ細かな指導を行う

ことで基礎の定着を目指す。４技能

統合型の授業を計画・展開すること

で、「聞くこと」、「読むこと」、「話すこ

と」、「書くこと」の総合的な育成を目

指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳 育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 
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自他を尊重し共感し合い、

責任感と自主性をもって

行動できる力、そこからよ

りよい社会の実現へと見

通せる力を育む。 

生徒一人ひとりがしっかりと課

題に向き合い、対話や議論などを

行いながら自らの考えを深めて

いくことが課題である。道徳的判

断力や道徳的心情、道徳的実践意

欲、道徳的態度を内容項目に合わ

せて生徒の実態にあったねらい

を設定したい。また、道徳的価値

の意義及び大切さを理解させる

ことも重要である。そこで、「考

え 議論する道徳」を意識させた

授業づくりを全教員が意識し授

業を展開する必要がある。 

生徒の実態にあった４つの道徳性

を意識した授業づくりをしていく。

また、年間指導計画に沿い、積極的

にＩＣＴの活用や指導方法も振り

返りながら、資質・能力の育成を進

める。指導内容や指導手順の共通理

解をもとに、生徒の変容や成長した

側面を積極的に評価し、その成果を

踏まえた具体的な指導内容の研究

も行う。また、中心発問をより深め

たり、生徒の多様な意見を出させる

ために補助発問にも力を入れたり

していく。さらに、指導体制も工夫

したりし、人権尊重の精神を養わせ

ていきたい。 

 

特
別
活
動 

育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

 「社会の中で活用を生か

す能力」、「社会に貢献する

能力」、「人間関係を形成で

きる能力」の育成を目標と

し、社会性を身につけて生

きて行くために必要な能

力を養う。 

 「自分のよいところがある」、

「将来の夢や目標を持っている」

と感じている生徒が少ない。学級

活動や学校行事等、学校生活のあ

らゆる場面で、生徒の自己肯定感

や自己有用感を高める指導を行

う必要がある。 

 左記の能力の育成について学級

活動や委員会活動、生徒会活動、学

校行事など学校における様々な活

動の中で取り組む。他者と協働して

成果を分かち合うこと、周囲への寛

容な態度と心情、公共のものを尊重

する心情の育成などを、これからの

活動を通して育むことに努める。 

 

総
合
的
な
学
習
の
時
間 

育成を目指す資質・能力 
学習評価及び 

定期考査等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

 情報収集・活用能力、コ

ミュニケーション能力、自

己表現力を高め、自ら考え

主体的に行動できる、自立

した生徒の育成を目指す。 

 タブレットを有効活用

し、情報収集や課題解決、

コミュニケーション、自己

表現の各能力を向上させ、

生徒一人ひとりの個性を

伸ばす。 

 生徒一人ひとりが課題を深く

理解し、主体的に取り組むことを

基本とし、個々のレベルで意欲的

に向き合うことが課題である。そ

の上で、他者と情報を共有し、よ

り高い視点で課題解決に取り組

む。また個人でまとめたものを発

表する機会も設け、個々の表現力

向上を支援する。 

 日々の学校生活や、様々な学校行

事に取り組む中で、課題探求型学習

を通して情報収集・整理・発表を行

い、自己表現能力を養う。コミュニ

ケーションスキル向上のためのト

レーニングも併せて行う。情報収集

とタブレットを効果的に活用し、生

徒の主体性を引き出す。特に発表の

場では、タブレットを積極的に活用

する機会を増やす。ポートフォリオ

評価（活動記録等のファイリング）

を実施し、活用資料を随時ファイリ

ング（PCデータ）し、学校全体で共

有・活用する。 

 


